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(57)【要約】
【課題】照射領域設定において、治療対象に対してＲＯ
Ｉを近似させる作業性を向上すること。
【解決手段】治療計画設定支援装置は、形状の異なる複
数のＲＯＩモデルのデータを記憶する記憶部２５と、記
憶された複数のＲＯＩモデルから操作者の指示に従って
少なくとも一のＲＯＩモデルを読み出す制御部２１と、
読み出されたＲＯＩモデルを、治療対象を含む超音波画
像上に重畳して表示する表示部２２と、操作者の指示に
従ってＲＯＩモデルを超音波画像上の治療対象に対して
移動し、回転し、拡大縮小し、複写し及び／又は変形す
るモデル処理部２６と、移動、回転、拡大縮小、複写及
び／又は変形されたＲＯＩモデルに対して、集束超音波
の照射により変性する照射領域を複数設定する照射領域
設定部２７とを具備する。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
形状の異なる複数のＲＯＩモデルのデータを記憶するＲＯＩモデルデータ記憶部と、
　前記記憶された複数のＲＯＩモデルから操作者の指示に従って少なくとも一のＲＯＩモ
デルを読み出す読み出し処理部と、
　前記読み出されたＲＯＩモデルを、治療対象を含む超音波画像上に重畳して表示する表
示処理部と、
　前記操作者の指示に従って前記表示されたＲＯＩモデルを前記超音波画像上の治療対象
に対して移動し、回転し、拡大縮小し、複写し及び／又は変形するモデル処理部と、
　前記移動、回転、拡大縮小、複写及び／又は変形されたＲＯＩモデルに対して、集束超
音波の照射により変性する照射領域を複数設定する照射領域設定処理部とを具備すること
を特徴とする治療計画設定支援装置。
【請求項２】
前記移動、回転、拡大縮小、複写及び／又は変形されたＲＯＩモデルと前記治療対象とを
含む３次元画像又は複数の断面画像を生成する画像生成処理部とをさらに備えることを特
徴とする請求項１記載の治療計画設定支援装置。
【請求項３】
前記集束超音波の照射強度、照射時間、照射インターバル時間及び総照射時間を有する複
数の照射条件のデータを記憶する照射条件データ記憶部と、
　前記複数の照射領域各々に対して照射深度に応じて前記複数の照射条件から照射条件を
割り当てる照射条件割り当て処理部とをさらに備えることを特徴とする請求項１記載の照
射領域設定方法。
【請求項４】
記憶部に記憶された形状の異なる複数のＲＯＩモデルから操作者の指示に従って少なくと
も一のＲＯＩモデルを読み出し、
　前記読み出されたＲＯＩモデルを、治療対象を含む超音波画像上に重畳して表示し、
　前記操作者の指示に従って前記表示されたＲＯＩモデルを前記超音波画像上の治療対象
に対して移動し、回転し、拡大縮小し、複写し及び／又は変形し、
　前記移動、回転、拡大縮小、複写及び／又は変形されたＲＯＩモデルに対して、集束超
音波の照射により変性する照射領域を複数設定することを特徴とする照射領域設定方法。
【請求項５】
前記移動、拡大縮小、複写及び／又は変形されたＲＯＩモデルを前記治療対象とともに３
次元画像又は複数の断面画像として表示することを特徴とする請求項４記載の照射領域設
定方法。
【請求項６】
前記集束超音波の照射強度、照射時間、照射インターバル時間及び総照射時間を有する複
数の照射条件から、前記複数の照射領域各々に対して照射深度に応じて照射条件を割り当
てることを特徴とする請求項４記載の照射領域設定方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、治療対象に対して複数の照射領域を設定するための治療計画設定支援装置及
び照射領域設定方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、癌治療法として外科的切除術は盛んに用いられてきたが、患者に対し大きな肉体
的及び精神的負担を強いてきた。一方、外科的切除術が非適応である症例に対しては、主
として抗がん剤投与による薬物療法が利用されているが、その副作用が大きな問題となっ
ていた。そこで、患者への肉体的及び精神的負担の少ない、最小侵襲治療（Minimary inv
asive treatment: MIT）と呼ばれる治療法が一つのキーワードとなっている。例えば、癌
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領域に穿刺した穿刺針からエタノールを注入し癌組織を壊死に導く経皮的エタノール注入
療法や、穿刺針からマイクロ波やラジオ波を照射して、加熱を行いたんばく質の熱変性を
惹起させ、癌細胞を殺傷する穿刺療法が開発されている。
【０００３】
　しかしながら、上記にあげた経皮的エタノール注入療法や穿刺療法では、癌細胞に穿刺
針を刺すという意味で、侵襲的であり、癌細胞の播種の恐れがあるとの問題点も指摘され
ている。他方、生体外から生体内のターゲット領域に向けて電磁波等を照射し、癌細胞を
加温しアポトーシスを誘導させて壊死に導くハイパーサーミア療法が開発された。これは
、腫瘍組織と正常組織の熱感受性の違いを利用して、患部を４２．５℃以上に加温・維持
することで癌細胞を選択的に死滅させる治療法である。特に、生体内深部の腫瘍に対して
は、深達度の高い超音波エネルギを利用する方法が考えられている（特許文献１）。
【０００４】
　また、上記加温治療法を更に進めて、凹面形状のピエゾ素子により発生した超音波を患
部に集束させて短時間で加熱し熱変性壊死させる治療法も考えられている（特許文献２）
。上記治療法では、超音波のエネルギを集束させることにより、幅１～３ｍｍ程度の限局
した領域のみを６０℃以上に加温し、数秒以内で熱変性壊死に導くことが可能である。こ
の技術は、主に、肝腫瘍、乳腺腫瘍、子宮筋腫等の腫瘍、脳腫瘍及び泌尿器科系の腫瘍へ
の適応が検討されている。さらにバイオ技術と組合せ、遺伝子を細胞に導入して癌等の治
療を行う遺伝子療法が盛んに研究されているが、細胞内への遺伝子導入効率を向上させる
ために患部に向けて超音波を照射する超音波併用手法が提案されている（特許文献３）。
【０００５】
　これらのシステムにおいては、治療対象の大きさ、位置、形状を決定する方法として、
治療対象に対して近似的に関心領域（以下、ＲＯＩという）が操作者により設定される。
即ち、画像診断装置による被検体内部の患部及びその近傍を描出しているモニタリング画
像のもとで操作者が照射範囲を決めるＲＯＩを設定するのである（非特許文献１）。そし
て、通常、治療対象となる患部が、１回の照射により焦点を中心として変性を生じる範囲
としての照射領域と比較して十分に大きいことから、一つの治療対象に対して複数の照射
領域を配列する作業を行っている。すなわち、小さな焦点領域を複数個集合させることに
より、大きな治療対象全体を網羅するようにしている。その際、一般的にどのような順序
、照射強度及び照射時間で治療対象領域内を焦点スキャンしていくか等を決定する照射計
画が行われる。これらの作業は、２次元平面画像下で行われていた（特許文献４）。
【０００６】
　上述のように、ＲＯＩを設定して複数の照射領域を決定するものの、実際の治療対象は
３次元的な形状をしているため、２次元画像によるＲＯＩの設定のみでは不十分であり、
３次元的に全体を網羅する確認手法が求められていた。また、どのような照射計画が最も
適切であるか否かの判断材料として、照射効果とともに総照射時間が重要視されており、
各照射計画に対する総照射時間がどの程度か、その予想を助けるための手段が求められて
いた。
【特許文献１】特開昭６１－１３９５５号公報
【特許文献２】米国特許第５１５０７１１号明細書
【特許文献３】特開２００４－２６１２５３号公報
【特許文献４】特開２００４－１０５５０２号公報
【非特許文献１】フォーカスサージェリー社ソナブレイト、インサイテック社エクスアブ
レイト２０００
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の目的は、治療計画設定支援装置及び照射領域設定方法において、治療対象に対
してＲＯＩを近似させる作業性を向上することにある。
【課題を解決するための手段】
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【０００８】
　本発明の第１の局面による治療計画設定支援装置は、形状の異なる複数のＲＯＩモデル
のデータを記憶するＲＯＩモデルデータ記憶部と、前記記憶された複数のＲＯＩモデルか
ら操作者の指示に従って少なくとも一のＲＯＩモデルを読み出す読み出し処理部と、前記
読み出されたＲＯＩモデルを、治療対象を含む超音波画像上に重畳して表示する表示処理
部と、前記操作者の指示に従って前記表示されたＲＯＩモデルを前記超音波画像上の治療
対象に対して移動し、回転し、拡大縮小し、複写し及び／又は変形するモデル処理部と、
前記移動、回転、拡大縮小、複写及び／又は変形されたＲＯＩモデルに対して、集束超音
波の照射により変性する照射領域を複数設定する照射領域設定処理部とを具備する。
【０００９】
を提供する。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、治療計画設定支援装置及び照射領域設定方法において、治療対象に対
してＲＯＩを近似させる作業性を向上することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照しながら説明する。　
　図１は、本実施形態による治療計画設定支援装置２０を有する超音波治療装置のブロッ
ク図である。図１において、超音波アプリケータ１は、主たる構成要素として超音波発生
部２を有する。超音波発生部２は、アニュラーリング状に２次元配列された複数個の振動
子（ピエゾ素子）を有する。超音波発生部２と生体６との間は、カップリング膜１３に収
容されるカップリング材３で音響的にカップリングされる。超音波カップリング材３は、
脱気された水やゼリー等の超音波伝播媒体であり、超音波が生体６へ効率良く伝播するた
めに使用される。さらに、超音波カップリング材３は、超音波発生部２と生体６との音響
インピーダンス整合を実現している。加えて、超音波カップリング材３は、超音波発生部
２で発生した熱を遮断し、生体６へ伝えないようにするための断熱効果も併せ持っている
。そこで、超音波発生部２で発生した熱を逃がす冷却部１４を、超音波発生部２の超音波
放射面と反対側、即ち超音波カップリング材３に対して反対側の面に付加してある。
【００１２】
　超音波治療装置は、装置全体の制御中枢として制御回路１０を有する。制御回路１０は
、治療対象を有する患者情報を含む治療依頼を受領するために、外部の患者情報サーバ１
７にＬＡＮ又は公衆回線網を介して接続される。波形発生回路１２は、特定周波数で振動
する波形信号を発生する。波形発生回路１２には複数の位相制御回路１１が接続される。
複数の位相制御回路１１は複数個の振動子にそれぞれ対応する。複数の位相制御回路１１
は、複数個の振動子からの超音波が焦点で集束するように、振動子ごとに波形信号を移相
する。複数の位相制御回路１１には複数の駆動回路８が接続される。複数の駆動回路８は
、それぞれ対応する位相制御回路１１で位相制御された波形信号を増幅して、複数個の振
動子にそれぞれ対応する複数の駆動信号を発生する。複数の駆動信号は、インピーダンス
整合回路７を介して複数個の振動子に供給される。駆動された複数個の振動子から特定周
波数領域の超音波が発生される。
【００１３】
　上記超音波発生部２の中心は開口され、開口部には診断用超音波プローブ（インナープ
ローブという）４が挿入される。インナープローブ４には超音波画像生成部１５が相互接
続される。超音波画像生成部１５は、インナープローブ４とともにいわゆる超音波診断装
置を構成する。超音波画像生成部１５は、インナープローブ４を介して患者に対して超音
波を送受信するための送信／受信ユニットと、送信／受信ユニットで生成したエコー信号
からＢモード画像（組織画像）や血流分布を表すいわゆるカラーフローマッピング画像等
の超音波画像を再構成するための処理ユニットとを有する。
【００１４】
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　治療計画設定支援装置２０は、腫瘍等の治療対象に対して治療用の強力超音波を照射す
る複数の領域（照射領域）を設定するために構成される。なお、照射領域とは、強力超音
波の焦点を中心として軟部組織が壊死に至る程度の熱的変性を生じる所定サイズ及び所定
形状（略紡錘形）の範囲として定義される。比較的大きな治療対象に対しては、焦点位置
をずらしながら複数の照射領域が設定される。
【００１５】
　治療計画設定支援装置２０は、当該装置全体の制御を担っている制御部２１とともに、
表示部２２、操作部２３、３Ｄ／ＭＰＲ画像処理部２４、ＲＯＩモデル／照射条件記憶部
２５、ＲＯＩモデル処理部２８、照射領域設定部２７、照射条件設定部２８を有する。表
示部２２は、超音波画像生成部１５で生成された治療対象を含む超音波画像を表示するだ
けではなく、照射計画の作成のための入力機能や、入力された結果をグラフィカルに表示
するグラフィック機能も有している。ここで、表示部２２は、好適には３次元的な画像を
表示できる３次元ディスプレイであるが、ＣＲＴやＬＣＤ等の２次元ディスプレイであっ
ても良い。また、これら２種類を組み合わせて表示できるようにしても良い。ここでは、
操作者が判りやすいように、３次元画像に対しては３次元ディスプレイを用いて表示し、
２次元画像に対しては２次元ディスプレイを用いて表示されるとして説明する。操作部２
３は、操作者が治療計画のための情報を入力するためのキーボードとマウス等のポインテ
ィングデバイスとを含む。
【００１６】
　３Ｄ／ＭＰＲ画像処理部２４は、超音波画像生成部１５で生成された走査面が相違する
複数の超音波画像を処理して、治療対象等の３次元（３Ｄ）画像や任意断面の断層画像を
構成する。ＲＯＩモデル／照射条件記憶部２５は、複数の形状にそれぞれ対応する複数の
ＲＯＩモデルのデータと、複数の深度にそれぞれ対応する複数の照射条件を含む複数の照
射条件のデータとを予め記憶する。なお、ＲＯＩ（関心領域）は、腫瘍等の治療対象の範
囲を近似的に区画するために設定される。図６に示すように、設定されたＲＯＩの範囲を
複数の照射領域が埋め尽くすように、設定されたＲＯＩの範囲の位置、形状及び大きさに
基づいて複数の照射領域が照射領域設定部２７により配置される。複数のＲＯＩモデルと
しては、図３にそのリストを例示するように、２次元形状と３次元形状とを含めて、六角
形、八角形、円柱、直方体、楕円球、球等の複数の形状が用意されている。ＲＯＩモデル
処理部２８は、操作者による操作部２３の操作に従って図３に例示するＲＯＩモデルリス
トから選択された１又は複数のＲＯＩモデルのデータをＲＯＩモデル／照射条件記憶部２
５から読み出して、読み出されたＲＯＩモデルを表示部２２の超音波画像上に重畳すると
ともに、操作者による操作部２３の操作に従ってＲＯＩモデルを超音波画像上で移動し、
回転し、拡大縮小し、複写し及び／又は変形するために必要な処理を担う。
【００１７】
　表１には複数の照射条件の表が例示される。
【表１】
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【００１８】
　表１に示すように、照射条件には、照射強度、照射時間、インターバル時間が含まれる
。深度に応じて照射強度が相違し、その他の照射時間及びインターバル時間が同一である
ここでは３つの照射条件が用意される。その他に、照射強度と照射時間とが相違し、その
他のインターバル時間が同一であるここでは２つの照射条件が用意される。照射条件設定
部２８は、照射領域設定部２７で設定された照射領域各々について各深度に対応する照射
条件を、ＲＯＩモデル／照射条件記憶部２５に記憶された照射条件表から初期的に決定す
る。操作者は、操作部２３の操作を介して、初期的に決定された照射条件を照射領域毎に
変更することができる。
【００１９】
　次に、図２の流れ図を用いて、本実施形態における超音波照射の手順を説明する。まず
始めに、インナープローブ４を用いて超音波を照射する治療対象を超音波でスキャンする
。即ち、インナープローブ４で、様々な方向から治療対象及び超音波の伝播経路を確認す
る（Ｓ１）。一通り確認して問題が無ければ、照射計画に移る。まず、患部を網羅する３
次元超音波画像を作成する（Ｓ２）。照射対照となる患部領域としては、癌が第一候補で
ある。通常のＢモードの超音波画像上では、癌は正常組織とはコントラストの差異として
区別できるが、弾性率の違いを画像化する手法を利用したり、超音波ドップラーを利用し
たフラッシュエコーイメージング等によりさらに明瞭に描出できることもある。これらの
画像化手法を利用して癌領域を３次元的に把握したら、３次元ディスプレイを用いて３次
元的に癌領域及び周辺や内部の血管構造を描出する。または、ＬＣＤ等の２次元ディスプ
レイを用いた３次元表示により、癌領域及び周辺や内部の血管構造を描出する。どちらの
３次元表示の場合でも、表面の様子と内部の様子をうまく表現させるために、図５に示す
ような、操作者により指定された癌領域を横断する断面の断層画像を３次元超音波画像デ
ータから断面変換処理（ＭＰＲ）により３Ｄ／ＭＰＲ画像処理部２４で生成する。この断
面は、原則として癌領域の中心軸上を通る平面であり、図５に示すように軸に対して任意
に回転可能である。さらに、この軸を９０°横に倒した軸（図示する軸をＺ軸とする場合
、Ｘ軸やＹ軸んみ相当）を通る断面を設け、これを軸に対して回転させるようにすれば、
操作者は様々な切断面での患部の様子を観察することができ、たいへん有効である。Ｘ，
Ｙ，Ｚ軸の３軸に関する３種の断面を設けるようにしても良い。
【００２０】
　このようにして患部を確認したら、操作者は図３で示すようなＲＯＩモデルリスト画面
をＲＯＩモデル処理部２６を介して呼び出す。ここで、操作者は、患部に対して最も形状
が類似していると思われるＲＯＩモデルを選択する。ＲＯＩモデル処理部２６は、選択さ
れたＲＯＩモデルを記憶部２５から読み出して、表示された患部の３次元画像上に重ね合
わせる（Ｓ３）。
【００２１】
　そして、重ね合わせたＲＯＩが患部をすべて取り囲んでいるか否かを、３次元画像や先
述の断面を回転させることにより確認する。ＲＯＩモデル処理部２６は操作者の操作に従
ってＲＯＩモデルを任意の方向に拡大する（Ｓ４）。また、操作者は、患部に突起物等が
あって、ＲＯＩモデルと一部分が合わないときは、その突起物形状に合致するような他の
形状のＲＯＩモデルをさらに選択し、突起物等を網羅するようにＲＯＩモデルの大きさや
形状を調節して重ね合わせる。そして、３次元画像や先述の断面を回転させることにより
一致具合を確認する。ここで、ＲＯＩは患部に対してある程度のマージンを含むように若
干大きめに設定される。断面の表示内容が、回転画像上であるためにわかりづらい場合は
、回転画像を２次元面上にシネ表示したり、並列に複数画像を並べて表示させるようにし
ても良い。また、回転の他に平面の平行移動という場合もあり、平行移動した平面群をシ
ネ表示したり複数画像を並べて表示するようにしても良い。また、ＲＯＩの変形方法や組
合せ方法も様々なパターンがある。例えば、球及び円柱の２種の形状を組合わせれば、ド
ーム状の先端部を有した円柱が出来上がる。組合せ後の境界はスムーズにつながるように
なっている。この場合はＲＯＩモデルの論理和となるが、ＲＯＩモデルを組合わせて重な



(7) JP 2009-189434 A 2009.8.27

10

20

30

40

50

り合った領域のみＲＯＩとして設定する論理積の場合もある。また、複数のＲＯＩモデル
の排他的論理和によりＲＯＩとして設定することも可能である。ＲＯＩモデルの変形の場
合も、上下や左右反転等の基本的なものから、円柱を尿管や乳腺等に沿うようにもとの形
状を曲げて蛇行するように変形することも可能である。更に、一部分だけ突起させたりす
る場合は、線を複数点の集合として捉える機能で実現させる。ＲＯＩモデルの大きさの指
定方法については、マウス等で患部の大きさを確認しながら適切な大きさに拡大・縮小を
行うようにする場合もあれば、始めから長径、短径等のその形状に対して特有の基本的な
部分を指定することによってＲＯＩモデルを定めることも可能である。
【００２２】
　以上のようにして、操作者が治療対象（患部）に対してＲＯＩを設定したら（Ｓ５）、
図６に示すように照射領域設定部２７は、複数個の照射領域でＲＯＩを満たすように複数
個の照射領域を配置する（Ｓ６）。アプリケータ１から深い位置にある平面（アプリケー
タ軸に対して垂直な平面）における焦点サイズは大きくなり、アプリケータに近くなるに
従って順次焦点サイズは小さくなっていく。これは、集速度が大きくなるために起こる。
このようにして設定された複数個の照射領域がＲＯＩ内部を埋め尽くしているか否かを、
操作者は上述の３次元画像やその断面によって確認することができる。ＲＯＩ形状の変更
や領域の追加が発生した場合は、随時ＲＯＩ形状の変更が可能である。また、ＲＯＩ形状
の変更にあわせて照射領域の追加及び変更も行われる。
【００２３】
　ＲＯＩ設定及び照射領域設定が完了されたら、操作者は照射条件を選択する作業に移る
。ここで、照射条件には、照射強度、照射時間及び照射インターバル時間の３種のパラメ
ータが含まれる。これらのパラメータは、アプリケータ１から照射ポイントまでの深さに
応じて設定された値になっており、複数個の組合せがある。操作者はそれらの組合せから
パラメータを選んだり、操作者自身が変更したりすることができる。例えば、図６に示す
ように、深さ方向に照射領域が３段になっている場合には深さに応じた３組の照射強度、
照射時間、及び照射インターバル時間が設定されている。ここで照射強度を小さくすれば
照射時間を長くすることが必要となるし、照射時間を短くすれば照射強度を大きくするこ
とが必要となる。照射時間を長くすると総照射時間が長くなるのでできるだけ短くしたい
ところであるが、照射時間を短くして照射強度を大きくすると、痛みや出血等の副作用を
発生させるリスクが大きくなるので適切な値に設定することが必要となる。
【００２４】
　本実施形態では、表１のような一覧が表示されることにより（Ｓ７）、操作者は、これ
らパラメータの組合せにより総照射時間がどのように変化するかリアルタイムで確認して
、照射条件を選択し、また必要に応じて任意のパラメータを変更することができ（Ｓ８）
。さらに、照射強度、照射時間、照射インターバル時間、及び総照射時間のうち、優先順
位を決めてパラメータ郡の表示の並び替えが可能となっているため、操作者にとって照射
計画をたてることが容易になる。また、操作者がパラメータを一部又は全部変更した場合
には、表示中の総照射時間はリアルタイムで変更される。
【００２５】
　照射計画が策定されたら、治療対象及び周辺の状況を十分に確認した後、実際の照射に
移る（Ｓ９）。照射は深い方のポイントから順に行われる。焦点位置はフェーズドアレイ
や機械移動式等によってスキャンされ、照射領域設定部２７により、照射が終了したポイ
ントは図６に示すように色が変更されて表示される。ハンドアプリケータのように、手動
で焦点位置をスキャンする場合も、上記と同様に照射が終了したポイントを色を変えて表
示するようにしておくことにより、忘却によりどこまで照射したかがわからなくなるとい
った心配がなくなる。
【００２６】
　治療対象の３次元的形状にあわせたＲＯＩの設定及び確認が容易になる。また、照射パ
ラメータ及び総照射時間の関係が直ちに判別できるので、照射計画を容易に構築すること
ができる
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　なお、本発明は上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその要
旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示され
ている複数の構成要素の適宜な組み合わせにより、種々の発明を形成できる。例えば、実
施形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除してもよい。さらに、異なる実
施形態にわたる構成要素を適宜組み合わせてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本実施形態による治療計画設定支援装置を含む超音波治療装置の構成を示す図。
【図２】本実施形態による照射領域設定処理の流れ図。
【図３】図２のＲＯＩモデルの選択作業Ｓ３の画面例を示す図。
【図４】図２のＲＯＩモデルの変形作業Ｓ４の画面例を示す図。
【図５】図２の治療対象とＲＯＩとの重なり確認作業Ｓ５の断面回転例を示す図。
【図６】図２の複数個の照射領域の設定例を示す図。
【符号の説明】
【００２８】
　１…超音波アプリケータ、２…超音波発生素子（ピエゾ素子）群、３…超音波カップリ
ング材、４…イメージング用超音波プローブ、６…生体、７…インピーダンス整合回路、
８…駆動回路、９…焦点、１０…制御回路、１１…位相制御回路、１２…波形発生回路、
１３…カップリング膜、１４…冷却部、１５…超音波画像生成部、１７…患者情報サーバ
、２０…治療計画設定支援装置、２１…制御部、２２…表示部、２３…操作部、２４…３
Ｄ／ＭＰＲ画像処理部、２５…ＲＯＩモデル／照射条件記憶部、２６…ＲＯＩモデル処理
部、２７…照射領域設定部。

【図１】 【図２】
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